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Ｆ９［200］グラフ分析表

●入力方法

～ プログラムの呼び出し方 ～

１． Ｆ９ のメニューを呼び出します。

． 。２ 200 Enter グラフ分析表を呼び出します

３． 会社ｺｰﾄﾞを指定し、 Enter を押します。

４． 年度を指定し、 Enter を押します。

５． [1:入力・訂正］を選択します。

項 目 会計データ読み込み（有・無） 打 ち 出 し 用 紙

１ 比較推移分析表(Ｚﾁｬｰﾄ前実なし) × Ｂ４白紙

２ 比較推移分析表(Ｚﾁｬｰﾄ前実あり) × Ｂ４白紙

３ レーダーチャートグラフ ８項目 × Ｂ４白紙（ ）

４ レーダーチャートグラフ 16項目 × Ｂ４白紙（ ）

５ レーダーチャート（16項目ﾘｽﾄ） × Ｂ４白紙

６ 損益分岐点 × Ｂ４白紙

８ 月別売上棒グラフ ○ Ｂ４白紙

11 月別営業成績棒グラフ（12本） ○ Ｂ４白紙

12 月別営業成績棒グラフ（13本） ○ Ｂ４白紙

14 前月同月比較営業成績 ○ Ｂ４白紙
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１: 比較推移分析表（Ｚチャート前実なし）

２: 比較推移分析表（Ｚチャート前実あり）

● 概要

経営者や管理者が必要とする的を絞った明細表 （例外報告書・行動指示情報等）のように、
傾向把握の為に必要なＺチャートグラフを作成するプログラムです。

● その他

１ページに年間のデータ入力ができ、４年分まで入力できます。項目は４項目まで入力
できますが出力は１項目のみになります。
指定期間内の月別実績累計と比較用の前年度の同実績累計及び過去１１ヶ月のデータを
累計していく移動年計を折線グラフで作成します。

●操作方法

１． 打ち出し始める年月を入力します。

２. 打ち出す項目を選択します。
（１～４の内１項目のみ表示）

３． 入力を始める年月を入力します。

４． 項目名を入力します （１～４）。

５． 各年月の金額を入力します。

注 意
前年度の実績を含んで集計させる場合は、入力始めの年月を、打ち出す年月から１年さかのぼった
日付にしてデータ入力してください。



● 比較推移分析表帳表

●移動年月 ●前実績累計
グラフを取る月から 前期の実績を累
逆のぼって１年間を 計してでた値
表示させた値

12年 13年

１２ヶ月

●当実績累計 ●月別実績
当期の実績を累計し その月の実績を
た値 そのままの値で

表示

注 意 前実績累計はＺチャート「 前実あり 」の表のみ打ち出します。

-
3

-
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３: レーダーチャートグラフ（８項目グラフ）

● 概要

８項目のレーダーチャートグラフ及びリストを作成するプログラムです。

● 操作方法
１ ファイルＮｏを入力します。

（半角20文字）

２．社名を入力します （全角１０文字）。

３．作成 年月日を入力します。

． 。（ ）４ タイトルを入力します 全角１９文字

５．単位を入力します。

６．項目名を入力します （全角５文字）。
（８項目まで入力できます ）。

７．基準値Ａ～Ｈの項目名及び数値を入力

８． 演算 （Ｆ７）をかけます。
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４: レーダーチャートグラフ（16項目グラフ）

５: レーダーチャートグラフ (16項目リスト)

● 概要

１６項目のレーダーチャートグラフ及びリストを作成するプログラムです。
レーダーチャートグラフ及びリストのデータは共通です。

● 操作方法

１．社名を入力します。

２．作成年月日を入力します。

３．当期年月日（集計したい期間）を入力
します。

４．前期年月日（集計したい期間）を入力
します。

５．Ａ～Ｐの指標値、当期、前期の数値を
入力します。

６．項目名１～４及びＡ～Ｐの名称を入力
します。
項目名＝ 全角５文字
Ａ～Ｐ＝ 全角18文字



● レ－ダーチャートグラフ帳表

●指標値
指標値とはグラフ

の中心の太線を指

し、当期と前期の

数値は指標値に対

する割合で出力さ

れます。

-
7

-
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６: 損益分岐点

● 概要

売上金額、変動費金額又は変動費率及び固定費金額を入力することで、利益金額と
損益分岐点を自動計算し作成するプログラムです。

● 操作方法
１．社名を入力します （全角20文字）。

２．年月日を入力します。

３．売上金額を入力します。

４．変動費金額又は変動費率を入力します。

５．固定費金額を入力します。

６． 演算 （Ｆ７）をかけます。
（利益及び損益分岐点が計算されます ）。

注 意

変動費率を使う場合は変動費金額は「０」にしてください。
２つ同時に使用することはできません。



-
1
0

-
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８: 月別売上棒グラフ

● 概要

会計データから売上高を読み取り集計します （売上は１１種類まで集計します ）。 。
指定した期間における月別の売上棒グラフを作成するプログラムです。

（手入力も可能です ）。

● 操作方法

１．期間指定をします。

２．打ち出し座標の指定をします。
自動編集・・・０
指定編集・・・１

※指定した場合、最高座標点を入力

３． 会計読 （Ｆ３）を押すと会計データ
を読み込ます。(※手入力可能です)

（データを読み込まない場合は4.へ）

４． Page Down を押しますと集計した
金額が表示されます。

ポイント

項目名は会計データの科目登録から読み込んで自動表示されますが､手入力も可能です。
（全角6文字）
貸借フラグの変更もできます。



-
1
2

-
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１１: 月別営業成績棒グラフ（12本・入力）

● 概要

各月の売上に対して、売上原価・人件費・その他の経費・当期の損益が
どれくらいなのかを棒グラフで表示させる表です。

● 操作方法

１．期間指定をします。

２．推定利率を計算する場合は数値を入力します。

３．打ち出し座標を自動編集か指定か選択します。
自動編集･･･０
指定編集･･･１
※指定した場合、最高座標点と最小座標点を
入力します。

４． 会計読 （Ｆ３）を押し会計データを読み込み
ます （※手入力可能です ）。 。

ポイント
空いている月に前年データを入れると、推移データを取り込んだグラフとなります。

（データは、前年度の営業成績又は、今年度の推移データを読み込ませた表を参照）



-
1
4

-
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１２: 月別営業成績棒グラフ（13本・入力）

● 概要

各月の売上に対して、売上原価・人件費・その他の経費・当期の損益がどれくらいなのか
を棒グラフで表示させる表です。
年間の合計を含むグラフが作成できます。

● 操作方法

１．期間指定をします。

２．推定利率を計算する場合は数値を
入力します。

３．打ち出し座標を自動編集か指定か
選択します。
自動編集･･･０、指定･･･１
※指定を選択した場合、最高座標点

及び最小座標点を入力します。

４．１２ヶ月の合計を縮尺させる場合は
数値を入力します。

５． Page down で次画面を表示します。

６． 会計読 （Ｆ３）を押し会計データを
読み込みます。(※ 手入力可能です。)

ポイント
空いている月に前年データを入れると、推移データを取り込んだグラフとなります。

（データは、前年度の営業成績又は、今年度の推移データを読み込ませた表を参照）



-
1
6

-
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１４: 前年同月比較営業成績棒グラフ

● 概要

前年度と今年度の各月々の売上に対して、売上原価（仕入 ・人件費・その他の経費・当期の）
損益がどれくらいあったかを棒グラフで対比する表です。
比較は、６ヶ月ごとに比較されます。

● 操作方法

１．期間指定をします。

２．推定利益率を計算する場合に数値を入力
します。

３．前年度推定利益率を計算する場合に数値を
入力します。

４．打ち出し座標を自動編集か指定か選択
します。
自動編集･･･０
指定 ･･･１
※指定を選択した場合、最高座標点及び
最小座標点を入力します。

５． 会計読 （Ｆ３）を押し会計データを
読み込みます。 (※ 手入力も可能です。)



-
1
8

-
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プリント方法

● 操作方法

１ 「２：プリント」を選択します。．

２．打ち出す表番号を選びます。

３．データの無い表の印刷を選びます。
通常は「2.いらぬ」を選びます。

※ データの無い表の印刷とは、データ
が入っていないグラフを打ち出すか
どうかの指定です。

４． 印刷枚数を入力します。

５．連帳か単表か画面かを選択します。
。※ ﾍﾟｰｼﾞﾌﾟﾘﾝﾀは連帳指定になります

指 クリア （Ｆ２ ・・・ 指定した項目をクリアします。）

全 指 定 （Ｆ３ ・・・ １～１４の項目を全部指定します。）
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Ｆ９［210］資金繰り実績表

● 概 要
、 （ 、 ）、指定期間の現金 預金等の資金の流れを会計データより読み取り または 予定額を手入力し

経常収入、経常支出、固定資産支出、資金調達別に分類し、資金繰りに関する分析帳票を作成
するプログラムです。(※現金・当座・普通預金以外は集計しません。)
諸口伝票になった場合は集計しませんが、諸口ｺｰﾄﾞ(999）の代わりに、資金諸口(777）を
使用することにより、データを集計します。

帳票は、実データを集計する「資金繰り実績表」と指定データを手入力する
「資金繰り計画表」の２種類ができ、また、両方の帳票をあわせた表の作成も行えます。

手入力データの項目は、出力時その“月”の表示を網掛で出力します。

経常収入、経常支出、固定資産支出、資金調達それぞれの科目は、ユーザごとに自由に
設定できます。

集計時に、ユーザ別で科目設定を行うことができますが、特に設定を行う必要がない場合は、
基本の科目設定で作表することができます。

計画データを入力することにより、実績と計画の推移の資金繰り表を作成することが
できます。

※他社コードを使用している場合は設定し直してください。

● 作業の流れ

初期設定(会計読みコード設定)
ユーザコード･･･999999 社名･･･初期設定

5:初期設定 に会計データを読み込むコードを指定します。

※あらかじめ登録済み(変更がある場合のみ呼び出します)
※初期設定を選択したユーザコードでは会計データの読み取りができず資金繰りを作成
することはできません。

上記初期登録は、全ユーザコードに反映されます。ã

科目登録(会計読みコード設定)
初めて呼び出した場合、上記で指定した初期登録を元に読み取りコードが表示されます。
２回目以降は、設定した読み取りコードが表示されます。
ユーザ単位に設定できます。
ユーザコード･･･XXXX 社名･･･株式会社 ○○商事
4:科目の登録に会計データ読み取りコードを指定します。
※ユーザコードは必ず仕訳データと同じ番号としてください。

、 。ã 上記科目登録を元に 会計データの読み込みを行います

計画データの作成
資金繰りの会計データの読み込みは実際に入力してある仕訳データのみ読み込みます。
そこで、予定の期間までいくらぐらい資金が入ってくるのか予測するために計画データを
入力しますと実績と計画を混ぜた資金繰り表を作成することができます。
必要の場合のみ入力してください。(※計画データと実績データの比較ではありません)

、 。ã 上記科目登録を元に 会計データの読み込みを行います

実績計画データの作成
期間指定を行い資金繰りの会計データの読み込みをします。
期間指定のみを行うと、実績のみの資金繰り表が作成できます。
計画データを一緒に集計する場合は計画データの至年月日を入力してください。
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● 計画データの作成
資金繰りの会計データの読み込みは実際に入力してある仕訳データのみ読み込みをします。
そこで、予定の期間までいくらぐらい資金が入ってくるのか予測するために計画データを
入力しますと実績と計画を混ぜた資金繰り表を作成することができます。
必要の場合のみ入力してください。
(※計画データと実績データの比較ではありません)

（ ）奇数ページは前半月 期首4月の場合4～9月
の計画データを入力します。

偶数ページは後半月（期首4月の場合10～
3月）の計画データを入力します。
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● 資金繰り計画データ画面

● 計画データ(１)の画面
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● 資金繰り計画データ画面

● 計画データ(２)の画面
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● 実績計画データの作成
期間指定を行い資金繰りの会計データの読み込みをします。
期間指定のみを行うと、実績のみの資金繰り表が作成できます。
計画データを一緒に集計する場合は計画データの至年月日を入力してください。

1. ｢1:実績データの読み込み」を選択します。

。2. 実績データ・計画データの期間を指定します
(実績データのみ集計する場合､｢計画データ
年月日｣には実績データの至年月日と同じ
年月日を入力してください｡)

3. 会計読 （Ｆ３）を押して対象となる仕訳
データを集計します。

（ ） 。4. 左図の画面まで 終了 Ｆ５ で戻ります

5. ｢2：プリント｣を選択します。

6. 印刷する表の選択を行います。
表番号 Enter

7. ｢リターンキーで印字を開始します。｣ で
Enter を押すと印刷が開始されます。
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● 初期設定
※初期登録は下記のように設定してます。
他社コードを使用している場合は設定し直してください。

※他社コードをご利用のお客様は
お問い合わせください。
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〈出力サンプル〉

●［２１０］資金繰り計画表

●［２２０］経営分析表
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Ｆ９[220] 経営分析表

● 概 要
このプログラムは企業の経営状況を決算書や、試算表と別の角度から分析するプログラム

です。当期データを前期データと対比させ、データ集計を行います。

※推定総利益率に数値を入力すると、その数値に基づいて計算を行うため、実データの

利益率で計算した結果と異なります。

実データの利益で計算を行う場合には、推定総利益率に数値を入力しないでください。

1．ユーザーコードを入力し、 Enter を押します。

2．｢1:入力･訂正｣を選択します。

3．表番号で｢1.経営分析表｣を選択します。

4. 本日年月日を入力した後、期間→月数→従業員数

→売場面積→推定総利益率の順に入力します｡

(当期前期の両方、又は当期のみを入力）

5．入力後､ 会計読 （Ｆ３) を押します。

仕訳入力よりデータを読み込みます。

(画面での確認はできません)

6. 画面PAGE:2～7にデータを表示します。
フラグを入力することにより、当期及び前期の
期間値を手入力することができます。

7． 終 了 (Ｆ５) を２回押します。

※上図のメニュー画面に戻ります。

8. ｢2:プリント｣を選択します。

9. 表番号に｢1｣と入力し、｢1:経営分析表｣を反転

させて Enter を押します。

10. データの無い表の印刷は｢2.いらぬ｣を選択。

11. 印刷枚数等を入力して Enter を押します。

12. 用紙の種類を指定します。

連続用紙の場合 … １

単 票 の 場 合 … ２ を入力します。

13．｢リターンキーで印字を開始します。｣ の対話を

表示します。

ﾌﾟﾘﾝﾄする場合は… Enter

中止する場合は … 終 了 (Ｆ５) を押します｡



- 28 -

Ｆ９[1200]グラフ分析レポート

● 概要
試算表構成図、営業成績報告書、部門別営業成績報告書、三期・五期比較表
キャッシュフロー計算書のグラフをＰＤＦで作成するプログラムです。

ＰＤＦファイルのため、顧問先様のパソコンで閲覧することが可能です。

1. Ｆ９の２ページ目の
[1200]グラフ分析レポートを選択します。

2. ユーザーコードと年度を指定します。

3. 1.入力・訂正 を入力し、 Enter を

押します。

4. 用紙番号で、 1 Enter を押します。
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5. グラフを作成したい帳票を選択します。

1：試算表構成図
2：イメージ営業成績報告書
3：イメージ部門別営業成績報告書
4：イメージ三期・五期比較表
5：イメージキャッシュフロー計算書

※ まとめてグラフを作成する場合は

10：グラフ分析レポート（全表対応）

を選択します。

6. 期間指定を行います。
（推定利益や推定減価償却費は、必要な場合

のみ入力してください）

7. 合併 … 同一期首日の会社データを合併
します。10社以上合併する場合は、

50社 を押しますと、50社まで

合併することができます。

8. 部門別営業成績報告書を表示する場合は、
部門指定に補助コードを入力します。

※ 11件以上指定する場合は 50部門 を

押しますと50件まで指定できます。

9. 売上関係の推移表を表示する場合、売上
科目にチェックを付けます。
売上科目のコードに関しては、仕訳入力
で使用している科目コードになります。

10. 売上高推移表等を年次別に表示する場合、
三期・五期比較表の欄の帳票種別の欄で
三期か五期かどちらかを選択します。

11. キャッシュフロー計算書を表示する場合、
[240]個別キャッシュフロー計算書を作成
する必要があります。

12. 表選択で作成したい帳票を選択します。

13. 選択が完了しましたら
グラフ分析レポート をクリックします。

14. 左図の画面を表示します。

15. 作成したＰＤＦファイルは以下の場所に
保存します。

コンピュータ → Ｃドライブ

→ ＶＰＤＦ
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Ｆ９[1220] 経営分析レポート

経営分析レポートを作成する場合、事前に[220]経営分析表で会計データを読み込んでいただく
必要がございます。

1. Ｆ９申告・個人・分析の２ページ目の画面を
開きます。

2. [220]経営分析表を選択します。

3. ユーザコード等を入力します。

4. 1：入力訂正 を選択します。

5. 1：経営分析表 を選択します。

、 。6. 当期や前期の事業期間 月数を必ず入力します

7. 会計読 (F3) を押します。

※財務データから金額を読み込みます。

8. Page Down (後頁) キーを押します。
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9. 左図の画面を表示します。

10. 金額を表示しているかどうかを確認します。

11. 確認後、 終了 (F5) を押し、F9申告・個人・
分析のメニュー画面まで戻ります。

※前々期の金額を読み込む場合は、
５ページ以降を参照してください。

12. [1220]経営分析レポートを選択します。

13. 左図の画面を表示します。

14. 作成日を入力します。

15. 業種はマウスで選択します。

16. 税理士名称を入力します。

。17. コメント入力 をマウスで左クリックします

18. 左図の画面を表示します。

19. レポートとして出したい項目にチェックマーク
を入れます。

20. 業種別基準値の数値が正しいかどうかを確認し
。 、 。ます 数値は 手入力で変更する事も可能です
※業種別基準値につきましては、中小企業庁の
｢中小企業の財務指標｣に基づいて載せていま
す。

21. その項目に対してコメントを入力する場合、
入力枠をクリックします。
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22. 入力欄を表示します。

23. 手入力でコメント等を入力します。
※初期値読込をクリックすることによって､
初期にあるコメントを自動的に表示します。

24. 入力後、 終了 (F5) を押すと、18.の画面
に戻ります。

25. 経営分析表を出す場合は、18.の画面内に
ある レポート作成 を押します。

26. 左図の画面を表示します。
ＰＤＦで表示しています。

27. 画面左側にあるしおりの項目をクリックする
と該当の表に移動できます。

28. グラフ分析レポートで作成したＰＤＦファイル
は以下の場所に保存します。

コンピュータ → Ｃドライブ →

Ｔａｃ → ＶＰＤＦ

※ファイルの名称は、
keiユーザコード_年度で表示します。

※[1220]において、前々期のデータを表示したい場合

１～４ページの手順で[1220]経営分析レポートを作成すると、当期・前期のデータが表示されます。
加えて前々期のデータもレポートに表示したい場合は、以下の手順で作業を行ってください。

◆本資料２ページ：手順11の後、[220]*で前期データを呼び出します。

1. F9申告・個人・分析の２ページ目の画面を開
きます。

2. [220] * と押します。

[データの年度]で前年を指定します。
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3. ユーザコード等を入力します。

年度が前年であることを確認します。

4. 1：入力訂正 を選択します。

5. 1：経営分析表 を選択します。

6. 前期と前々期の事業期間、月数を入力します。

※[当期]に前期、[前期]に前々期の
事業期間・月数を必ず入力します。

7. 会計読 (F3) を押します。

※財務データから金額を読み込みます。

8. Page Down (後頁) キーを押します。

9. 左図の画面を表示します。

10. 金額を表示しているかどうかを確認します。

11. 確認後、 終了 (F5) を押し、F9申告・個人・
分析のメニュー画面まで戻ります。

12. 本資料２ページ、手順12以降の作業を
行います。
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Ｆ９[1230]分析試算表

● 概要
試算表データをして比較を行うプログラムです。

※前期のデータがないと使用できません。当期残高と前期残高を表示して、増減額を計算します。

1） Ｆ９ ２ページ目

[1230：分析試算表]
を選択します。

2）ユーザーコードを指定
します。

3）期間等の指定を行い、
。印刷 をクリックします
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分析 をクリックすると経営分析表を作成することができます。

読込科目等の設定はここから行います。
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